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2021 年 

  1 月 

 

318号 

 

謹
賀
新
年 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

 

 

平
成
三
十
年
八
月 

敷
鉄
板
、
プ
ラ
シ
キ
、
ゴ
ム
マ
ッ
ト
・
レ
ン
タ
ル 

株
式
会
社 

八

王

子

鈴

機 
 
 

 

八
王
子
市
高
月
町
四
七
七 

電
話 

〇
四
二
‐
六
九
二
‐
五
五
五
五 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
六
九
二
‐
五
四
二
二 

 

成
友
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

新
井 

和
史 

福
生
市
福
生
六
九
九
‐
三 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
〇
〇
〇 

 
 

 
 

   

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
〇
九
〇
九 

 

安
心
の
警
備
・
確
か
な
保
証 

㈱
Ｖ
Ｏ
Ｌ
Ｌ
Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｔ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス 

代
表
取
締
役 

望
月 

武
治 

 
 

青
梅
市
新
町
一
‐
五
‐
五 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
八
七
七
七 

Ｆ
Ａ
Ｘ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇
四
二
八
‐
三
三
‐
六
二
七
七 

 

住
宅
設
備
機
器
総
合
商
社 

 

サ

ン

コ

ー

機

材

株

式

会

社  

代
表
取
締 

向
山 

英
雄 

西
多
摩
支
店 

羽
村
市
羽
加
美
一
‐
七
‐
一  

 
 

 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二
‐
五
五
四
‐
一
一
五
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二
‐
五
五
四
‐
七
五
一
六 

秋
川
支
店 

あ
き
る
野
市
瀬
戸
岡
四
二
五-

八 
 

 
 

 
 

Ｔ
Ｅ
Ｌ
〇
四
二
‐
五
五
九
‐
五
二
四
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
四
二
‐
五
五
九
‐
五
二
〇
九 

 

 

印
刷
全
般
・
事
務
機
取
扱 

株
式
会
社 

ア 

サ 

ヒ 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

代
表
取
締
役 

小
林 

 

貴
純 

羽
村
市
羽
中
三-

六-

一
五 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
五
‐
四
〇
四
五 

 
 

 
 
  

  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
八
四
五
七 

 

ア
ー
バ
ン
建
材
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

森
山 

 

淳 

青
梅
市
河
辺
町
一
〇
‐
四
‐
一 

電
話 

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
〇 

 

     
  
   

   
   

   

Ｆ
Ａ
Ｘ 

  
   

 

〇
四
二
八
‐
二
〇
‐
一
三
二
二 

  

落
石
対
策
・
法
面
保
護
工
事 

株
式
会
社  

明 
 
 

商 

 
 
 

新
宿
区
市
谷
八
幡
町
十
三 

        

電
話 

〇
三
‐
三
二
六
九
‐
八
五
六
一 

        

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
二
六
九
‐
八
五
六
五 

コ
ン
ク
リ
ー
ト
二
次
製
品
、
製
造
販
売 

 
 
 

＊
エ
コ
セ
メ
ン
ト
１
０
０
％
使
用 

マ
テ
ラ
ス
青
梅
工
業 

株
式
会
社 

青
梅
市
今
寺
五
‐
一
三
‐
九 

 
 
 
  
 
  
 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
七
〇
〇
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
六
九
四
〇 

 

事
務
機
・
Ｏ
Ａ
機
器
・
介
護
福
祉
機
器
他  

 
 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
九 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
八 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
二
‐
〇
六
七
六 

 

砕
石
・
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
合
材
製
造
販
売 

株
式
会
社 

昭
和
石
材
工
業
所 

 
 
 

墓
石
・
記
念
碑
・
石
碑 

設
計
、
施
工 

昭
石
加
工 

株
式
会
社 

 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
九
四
〇
〇 

 
 

 
 
   

Ｆ
Ａ
Ｘ 

  
   

   

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
三
二
四 

 

株
式
会
社 

交 

運 

社 

代
表
取
締
役 

田
村 

 

勝
彦 

福
生
市
福
生
六
五
四 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
〇
五
四
一 

 
   

   
 

  
  

 
 
 

  

Ｆ
Ａ
Ｘ 

   
   

  

〇
四
二
‐
五
五
三
‐
六
五
〇
一 

家
族
葬 
法
事 

生
前
＆
遺
品
整
理 

故
人
様
ご
安
置 

 
ご
自
宅 
寺
院 

公
営
斎
場
等 

で
の
葬
儀
も
承
り
ま
す 

葬
儀
の
そ
う
し
ん 

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル 
〇
一
二
〇-

〇-

四
五
四
六
四 

 

謹
ん
で
新
春
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
言
う
未
知
の
ウ

イ
ル
ス
が
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を
引
き
起
こ
し
、
全
世
界

の
経
済
活
動
が
大
打
撃
を
受
け
、
未
だ
に
終
息
の
目

途
も
た
た
な
い
異
常
事
態
と
な
り
ま
し
た
。 

 

欧
米
諸
国
を
は
じ
め
、
世
界
各
地
で
は
繰
り
返
し

の
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
が
実
施
さ
れ
る
ほ
ど
の
状
況
に
経

済
損
失
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
世
界
の
主
要
都
市
と

比
べ
れ
ば
東
京
は
重
症
化
率
も
死
亡
率
も
比
較
的
緩

や
か
な
状
況
に
感
じ
て
お
り
ま
し
た
が
、
年
末
年
始

に
至
り
、
現
況
は
第
三
波
に
よ
る
爆
発
的
な
感
染
者

設 

増
加
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

建
設
業
界
に
お
い
て
は
、
こ
の
影
響
を
鑑
み
ま
す
と

公
共
工
事
発
注
量
の
減
少
等
が
大
変
危
惧
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。 

 

未
知
の
ウ
イ
ル
ス
に
対
抗
す
る
為
、
ワ
ク
チ
ン
や

治
療
薬
の
早
急
な
開
発
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
効
果
は
ど
れ
程
な
の
か
副
反
応
は
無
い
の
だ

ろ
う
か
等
、
連
日
の
報
道
に
不
安
を
募
ら
せ
る
日
々

が
続
き
経
済
損
失
だ
け
に
留
ま
ら
ず
心
身
的
な
ダ

メ
ー
ジ
も
深
刻
で
す
。
本
年
も
感
染
拡
大
防
止
対
策 

は
必
要
不
可
欠
で
は
あ
り
ま
す
が
、
西
多
摩
地
域
の 

イ
ン
フ
ラ
整
備
を
含
む
経
済
活
動

を
再
開
し
、
地
場
企
業
も
生
残
ら
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
『
西
多
摩
建

設
業
協
同
組
合
』
は
建
設
業
界
の
指

針
と
な
れ
る
よ
う
『
一
般
社
団
法
人

西
多
摩
建
設
業
協
会
』
を
創
立
し
、

唯
一
無
二
の
建
設
業
団
体
を
目
標

と
し
、
西
多
摩
地
域
の
社
会
貢
献
に

全
力
で
邁
進
し
て
参
る
所
存
で
す
。

本
年
は
建
設
業
界
と
西
多
摩
地
域

の
未
来
を
『
西
建
協
』
の
力
で
切
り

拓
く
始
ま
り
の
年
と
し
た
く
、
組
合

員
皆
様
に
は
特
段
の
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

末
筆
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
各
関

係
機
関
皆
様
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
衷
心
よ
り
ご
祈
念
申
し
上
げ
新

春
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。 

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合 

 

理
事
長 

 

榎 

森 

厚 

志 

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
を
推
進 

 

国
際
博
覧
会
担
当
大
臣 

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣 

衆
議
院
議
員 

井 

上 

信 

治 

に
長
年
お
支
え
頂
き
、
昨
秋
に
は
国
際
博
覧
会
担
当

大
臣
等
と
し
て
初
入
閣
し
ま
し
た
。
担
当
す
る
２
０

２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
と
い
う
国
を
挙
げ
て
の
一

大
事
業
を
、
国
土
整
備
の
大
き
な
起
爆
剤
に
も
し
て

ま
い
り
ま
す
。
私
た
ち
の
西
多
摩
に
お
い
て
は
、
ご

尽
力
を
頂
い
て
い
る
復
旧
の
み
な
ら
ず
、
災
害
の
予

防
や
老
朽
イ
ン
フ
ラ
の
更
新
も
大
き
な
課
題
で
す
。

政
府
に
お
い
て
は
、
２
０
１
８
年
度
か
ら
実
施
し
た

総
事
業
費
７
兆
円
の
「
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

の
た
め
の
３
か
年
緊
急
対
策
」
が
終
了
す
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
２
０
２
１
年
度
よ
り
新
た
に
「
防
災
・
減

災
、
国
土
強
靭
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対
策
」

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
激
甚
化
す
る
風
水

害
や
切
迫
す
る
大
規
模
地
震
等
に
対
応
す
る
ほ
か
、

予
防
保
全
型
イ
ン
フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
へ
の
転
換
、

デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
等
も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
今

後
１
年
間
に
つ
い
て
も
約
７
兆
７
，
０
０
０
億
円
の 

公
共
事
業
費
を
含
む
予
算
案
を
今
国

会
に
提
出
し
て
お
り
、
早
期
成
立
を

期
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

本
年
は
、
衆
議
院
総
選
挙
が
必
ず

行
わ
れ
る
ほ
か
、
羽
村
市
長
選
挙
、

瑞
穂
町
長
選
挙
、
あ
き
る
野
市
議
会

議
員
選
挙
、
東
京
都
議
会
議
員
選
挙

と
、
多
く
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。

国
民
の
生
命
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
、
防
災
・
減
災
、
国
土
強
靭
化
の

推
進
等
も
強
く
訴
え
て
ま
い
り
ま

す
。 

 

最
後
に
、
こ
れ
か
ら
の
１
年
が
皆

さ
ま
に
と
っ
て
素
晴
ら
し
い
も
の
と

な
る
よ
う
祈
念
致
し
ま
す
。
本
年
も

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す 

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
榎
森
厚

志
理
事
長
を
は
じ
め
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆

さ
ま
が
日
々
地
域
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
敬
意
を
表
し
ま
す
。
一
昨
年
の
台
風
１
９
号
か
ら

の
復
旧
も
、
皆
さ
ま
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
大
き
く
進

み
ま
し
た
。
住
民
の
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
、
更
な

る
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
か
ら
の
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
、
建
設

業
界
で
も
工
事
の
中
止
・
延
期
や
現
場
で
の
感
染
症

対
策
な
ど
、
多
く
の
困
難
に
見
舞
わ
れ
た
と
伺
っ
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
関
す
る
需
要
も
一
巡
し
た
と
言
わ
れ
る

中
で
、
経
済
の
先
行
き
を
不
安
視
す
る
声
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
政
府
と
し
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
に
全
力
を
尽
く
し
つ
つ
も
、
夢
の
あ
る
施

策
を
実
施
し
、
引
き
続
き
着
実
に
国
土
の
発
展
と
強

靭
化
を
成
し
遂
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
私
も
、
皆
さ
ま 

 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

『
人
は
、
集
ま
る
こ
と
が
始
ま
り
で
あ
り
、 

 

人
は
、
一
緒
に
い
る
こ
と
で
進
歩
を
し
て
、 

人
は
、
一
緒
に
働
く
こ
と
で
成
功
を
収
め
て
き
た
。
』

こ
れ
は
、
フ
ォ
ー
ド
自
動
車
の
創
業
者
、
ヘ
ン
リ
ー
・

フ
ォ
ー
ド
の
言
葉
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、 

こ
の
言
葉
を
木
端
微
塵
に
打
ち
砕
く
破
壊
力
を
持
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
我
々
は
負
け
て
は
い
ら
れ

ま
せ
ん
。
負
け
る
つ
も
り
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た

め
に
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ

っ
て
も
無
く
て
も
、
自
然
災
害
は
や
っ
て
く
る
と
い

う
事
実
で
す
。
一
昨
年
の
台
風
１
９
号
や
、
２
０
１

４
年
の
豪
雪
と
同
等
、
い
え
そ
れ
以
上
の
自
然
災
害 

 

が
起
き
る
可
能
性
を
、
日
本
列
島
は

常
に
抱
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
あ

の
時
、
市
民
の
安
全
を
守
り
、
生
活

の
復
旧
へ
尽
力
い
た
だ
い
た
の
が

西
建
協
の
皆
さ
ん
で
あ
っ
た
こ
と

も
、
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。 

（
裏
面
に
続
く
） 

２
０
２
１
年
年
頭
に
あ
た
り 

 
 
 

 

東
京
都
議
会
議
員 

 
 
 
 

田 

村 
 

利 

光 
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謹
賀
新
年 

本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す 

株
式
会
社 

エ
コ
ワ
ス
プ
ラ
ン
ト 

代
表
取
締
役 

浅
尾 

洋
和 

 

日
の
出
町
平
井
二
二
‐
一
〇 

        

電
話 

〇
四
二
‐
五
九
七
‐
一
一
一
五 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
九
七
‐
五
五
五
五 

 

株
式
会
社 

高
野
保
険
事
務
所 

代
表
取
締
役 

高
野 

真
人 

青
梅
市
新
町
四
‐
一
九
‐
七 

   
 

 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
一
四
三
九 

 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
一
一
三 

 

 

エ
コ
セ
メ
ン
ト
二
次
製
品
製
造
販
売 

 

福
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
工
業 

株
式
会
社 

 

代
表
取
締
役
社
長 

山
﨑 

順
一 

福
生
市
福
生
三
二
五
六 

     

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
二
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
 
   

  

〇
四
二
‐
五
五
一
‐
一
五
四
三 

 

人
間
ド
ッ
ク
・
各
種
健
康
診
断
・
産
業
医 

医
療
法
人
社
団 

新
町
ク
リ
ニ
ッ
ク 

理
事
長 

高 

木 
 
 

敏 
 

青
梅
市
新
町
三
‐
五
十
三-

五 

電
話 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
五
三
〇
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
三
一
‐
一
七
七
七 

 

東
京
日
野
自
動
車 

株
式
会
社 

瑞
穂
支
店 

 

瑞
穂
町
大
字
殿
ヶ
谷
四
四
六
‐
一 

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
六
〇
七
一 

 
   

   
 

Ｆ
Ａ
Ｘ  

   
   

 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
二
一
五
一 

 

 
あ
な
た
の
『
夢
』
応
援
し
ま
す  

 
日 
建 
学 

院 
 

立 

川 

校 

立
川
市
錦
町
一
‐
一
‐
二
十
三 

東
京
都
酒
造
会
館
ビ
ル
三
階 

        

電
話 

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
三
二
九
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
二
七
‐
五
八
九
一 

 

有
限
会
社 

 

丸 

善 

産 

業 

代
表
取
締
役 

小
林
勇
二 

瑞
穂
町
箱
根
ヶ
崎
西
松
原
五
七
‐
一 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
四
‐
五
九
二
九 

 
 

   
    

Ｆ
Ａ
Ｘ 

 
  
   

   
 

〇
四
二
‐
五
五
七
‐
六
一
八
一 

 

一
般
財
団
法
人 

  

経
済
調
査
会 

理
事
長 

 

望
月 

常
好 

 
 

東
京
都
港
区
新
橋 

六
‐
一
七-

一
五 

 
 
 
  

電
話 

〇
三
‐
五
七
七
七
‐
八
二
二
二 

        

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
五
七
七
七
‐
八
二
三
七 

 

山
留
・
基
礎
工
事 

株
式
会
社 

 

タ  

ク  

ト 
 

〶
一
六
七-

〇
〇
五
一 

杉
並
区
荻
窪
四-

二
六-

一
〇 

電
話 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
四
〇
〇 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
三
‐
三
二
二
〇
‐
八
五
一
一 

 

無
足
場
ア
ン
カ
ー
工
法 

あ
っ
！
と
驚
く
デ
コ
メ
ッ
シ
ュ 

 

フ
リ
ー
工
業 

株
式
会
社 

 

台
東
区
東
上
野
一-

三
‐
一 

 

     

電
話 

〇
三
‐
三
八
三
一
‐
八
〇
八
五 

 

建
設
仮
設
資
材 

レ
ン
タ
ル
・
販
売 

日
本
リ
ー
ス
工
業 

株
式
会
社 

代
表
取
締
役 

髙
野 

明
弘 

 

瑞
穂
町
長
岡
下
師
岡
三
九
二 

 
 
 
  

電
話 

〇
四
二
‐
五
五
六
‐
五
一
一
一 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
‐
五
五
六
‐
五
一
一
四 

  

ム
サ
シ
建
設
工
業  

株
式
会
社 

多
摩
営
業
所 

所
長 

保
坂
卓
里 

青
梅
市
野
上
町
二
丁
目
一
〇
‐
一 

 
 
 

西
武
レ
ジ
デ
ン
ス
二
〇
一 

電
話 

〇
四
二
八
‐
八
四
‐
〇
七
九
三 

Ｆ
Ａ
Ｘ 

〇
四
二
八
‐
八
四
‐
〇
七
九
四 

 

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 

 
 

東
京
都
議
会
議
員 

 
 

 

森 

村 
 

隆 

行 

（
表
面
つ
づ
き
）
そ
し
て
、
今
年
、
御
組
合
は
一
般

社
団
法
人
化
と
い
う
大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま

す
。
コ
ロ
ナ
で
全
て
が
停
滞
し
て
い
る
中
、
前
へ
進

む
一
歩
の
影
響
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
都
政
も
し
っ

か
り
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
先
日
、
西
多
摩
で
長
く
活
動
さ
れ
て
い
る
書
道

家
の
先
生
の
作
品
を
拝
見
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し

た
。
額
の
中
の
色
紙
に
は
、『
疾
風
に
勁
草
を
知
る
』

と 

と
あ
り
ま
し
た
。“
疾
風
”
と
は
、
冷
た
く
、
強
く
、

辛
い
風
。“
勁
草
”
と
は
、
大
地
に
深
く
、
広
く
根
を

張
っ
た
強
い
草
、
強
い
生
命
体
の
象
徴
。
疾
風
に
さ

ら
さ
れ
、
生
き
残
っ
て
こ
そ
、
勁
草
、
強
い
生
命
体

で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ
れ
る
。
そ
ん
な
意
味
だ
と
思

い
ま
す
。
今
、
西
多
摩
は
、
コ
ロ
ナ
と
い
う
疾
風
に

さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
、
そ
れ
で
も
、
御
組
合

の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
、
西
多
摩
が
勁
草
と
な
る
こ
と 

を
確
信
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の

一
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
よ
り

良
い
年
に
な
る
こ
と
を
御
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。 

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
謹
ん
で

お
慶
び
申
し
あ
げ
ま
す
。 

西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
日
頃
よ
り
地
域
の
た
め
に
ご
尽
力
を
賜
り
、

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中
で
猛
威

を
奮
い
、
社
会
の
あ
り
方
そ
の
も
の
が
変
化
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
も
な
お
、
緊
急
事
態
宣

言
下
に
あ
り
、
事
態
の
収
束
に
向
け
て
予
断
を
許
さ

な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
可
能
な
限
り
早
期
の

沈
静
化
を
図
り
、
安
全
な
地
域
社
会
を
取
り
戻
せ
る

よ
う
皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。 私

は
昨
年
２
月
よ
り
、
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
が

設
置
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
の
事
務
局
長
と
し
て
、
変
化
す
る

状
況
に
応
じ
て
施
策
を
と
り
ま
と
め
、
緊
急
要
望
と 

し
て
小
池
都
知
事
宛
に
あ
げ
て
参
り
ま
し
た
。
こ
れ

ら
は
寄
せ
て
い
た
だ
い
た
都
民
の
声
を
施
策
や
制
度

の
形
に
落
と
し
込
ん
だ
も
の
で
す
。
適
切
な
タ
イ
ミ

ン
グ
で
適
切
な
手
を
打
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

建
設
業
の
現
場
で
皆
様
が
感
じ
て
お
ら
れ
る
問
題
意

識
を
、
ぜ
ひ
お
寄
せ
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

ま
た
、
令
和
元
年
東
日
本
台
風
へ
の
対
応
に
つ
き

ま
し
て
、
改
め
て
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。
例
を
み
な
い
規
模
の
台
風
に
よ
り
地
域

が
負
っ
た
傷
跡
は
深
く
、
今
も
各
所
で
復
旧
工
事
が

続
い
て
い
ま
す
。
地
球
規
模
の
気
候
変
動
の
影
響
に

よ
り
今
後
も
頻
発
す
る
自
然
災
害
に
対
し
て
、
地
域

と
し
て
耐
久
力
、
復
旧
力
を
保
持
し
て
い
く
こ
と
の

重
要
性
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
も
の
と
存
じ

ま
す
。
皆
様
が
培
っ
て
こ
ら
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
験

が
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
必
ず
や
必
要
と
な
る
地
域
の 

力
に
な
り
ま
す
。
引
き
続
き
地

域
の
守
り
手
と
し
て
ご
尽
力
い

た
だ
け
ま
す
よ
う
改
め
て
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

結
び
に
、
今
年
で
き
る
限
り

早
い
段
階
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
収
束
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
こ
と
、
ま
た
、

貴
組
合
並
び
に
会
員
の
皆
様
の

益
々
の
ご
清
栄
を
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
本
年
も
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。 

 

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 

 
 

東
京
都
議
会
議
員 

 
 

清 

水 
 

や 

す 

こ 

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

コ
ロ
ナ
禍
の
折
、
榎
森
厚
志
理
事
長
は
じ
め
、
西

多
摩
建
設
業
協
同
組
合
の
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
大
変
に
厳
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
東
京
都
を
含
む

一
都
三
県
に
は
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
て
お

り
、
終
息
の
見
通
し
も
立
た
ず
、
不
安
な
日
々
を
お

過
ご
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。 

思
え
ば
、
二
〇
二
〇
年
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
成
功
に
よ
り
東
京
が
世
界
に
向

け
光
り
輝
く
年
に
な
る
は
ず
で
あ
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
世
界

中
に
広
が
り
、
多
く
の
人
が
新
し
い
日
常
を
受
け
止

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
試
練
の
年
と
な
り
ま
し
た
。 

 

今
な
お
、
都
は
未
知
の
分
野
に
手
探
り
で
チ
ャ
レ

ン
ジ
す
る
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
都
民
の
皆
様 

の
ご
期
待
に
十
分
応
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
申
し
訳

な
く
思
っ
て
お
り
ま
す
が
、
何
よ
り
も
命
を
守
る
こ

と
を
第
一
に
行
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
ご

理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
貴
組
合
の
活
動
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
昨

年
、
創
立
七
十
周
年
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
昭
和
か

ら
平
成
、
令
和
と
貴
組
合
が
七
十
年
も
の
長
き
に
渡

り
地
元
の
建
設
業
界
で
強
い
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発

揮
さ
れ
て
き
ま
し
た
こ
と
に
改
め
て
深
い
敬
意
を
表

し
ま
す
。
ま
た
、
東
京
都
知
事
感
謝
状
を
受
章
さ
れ

ま
し
た
株
式
会
社
酒
井
組
の
酒
井
三
惠
子
様
は
じ

め
、
東
京
産
業
労
働
局
感
謝
状
、
組
合
員
優
良
工
事

表
彰
、
西
多
摩
建
設
マ
イ
ス
タ
ー
を
受
章
さ
れ
ま
し

た
皆
様
に
は
心
よ
り
お
祝
い
の
言
葉
を
申
し
上
げ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
建
設
事
業
者
の
模
範
と
し
て
ご
活 

躍
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
ご
期
待

申
し
上
げ
ま
す
。 

末
筆
で
は
あ
り
ま
す
が
、
新

し
い
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
を
撥
ね
退
け
る
強
い

力
で
西
多
摩
建
設
業
協
同
組
合

が
益
々
ご
発
展
さ
れ
る
こ
と
、

そ
し
て
組
合
員
の
皆
様
並
び
に

ご
家
族
の
皆
様
の
ご
健
勝
、
ご

事
業
の
ご
繁
栄
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
し
て
、
私
の
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
本

年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

  


